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町民が主役のまちづくり

栗山町長　椿　原　紀　昭

本
年
も

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

失
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
前
通
り
商
店

街
で
は
空
き
店
舗
が
目
立
ち
、
本
町
の
経

済
は
い
っ
そ
う
厳
し
い
状
況
下
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
活
気
あ
ふ
れ
る
本
町
の
商

工
業
の
実
現
の
た
め
に
も
、
継
続
的
か
つ

重
点
的
な
政
策
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
て
昨
年
暮
れ
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

で
は
、
自
民
党
が
大
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
民
主
党
に
代
わ
る
新
し
い
政
権
に
よ

り
、
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
い
る
日
本

経
済
の
立
て
直
し
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
と
っ
て
も
福
祉
、
教
育
、
医
療
、

防
災
、
行
財
政
改
革
な
ど
課
題
は
山
積
み

で
す
が
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
栗

山
町
を
実
現
す
る
た
め
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
栗
山
町
議
会
も
、
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
政
策
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
議
員
個
々
の
資

質
を
高
め
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
巳
年
で
す
。
蛇
は
生
き

て
い
る
間
は
ず
っ
と
成
長
を
続
け
、
古
い

皮
を
定
期
的
に
脱
ぎ
捨
て
、
新
し
い
皮
に

な
り
ま
す
。
栗
山
町
議
会
も
蛇
と
同
様
、

こ
れ
か
ら
も
成
長
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

議
会
基
本
条
例
の
も
と
徹
底
し
た
情
報

公
開
を
行
い
な
が
ら
、
町
民
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
、
信
頼
さ
れ
存
在
感
の
あ
る
豊

か
な
議
会
を
築
く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
議

会
改
革
と
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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成長し続ける議会に

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
25
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
、
ご
家
族

お
揃
い
で
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
、
そ
し

て
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
「
３
・
11
東

日
本
大
震
災
」
の
復
興
元
年
と
し
て
、
被
災

地
で
は
復
旧
・
復
興
へ
の
取
組
み
を
最
優
先

課
題
と
し
て
進
め
ら
れ
、
本
町
と
姉
妹
都
市

で
あ
り
ま
す
宮
城
県
角
田
市
に
お
い
て
も
、

「
角
田
市
震
災
復
旧
・
復
興
基
本
方
針
」
の

も
と
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
未
だ
、
２
７
０
０

人
を
超
え
る
行
方
不
明
者
が
い
る
こ
の
未

曽
有
の
大
震
災
を
教
訓
に
、「
町
民
の
生
命

と
生
活
を
守
る
」
こ
と
が
行
政
最
大
の
責
務

で
あ
る
と
痛
感
し
、
改
め
て
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
私
が
町
政
を
お
預
か
り
し

２
期
目
最
後
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

町
民
皆
様
に
は
、
政
策
目
標
で
あ
り
ま
す

「
思
い
や
り
の
心
が
か
よ
う
、
元
気
の
で
る

ま
ち
づ
く
り
を
！
」
の
実
現
の
た
め
、
様
々

な
場
面
に
お
い
て
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

就
任
以
来
、
私
は
先
人
か
ら
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
伝
統
と
文
化
を
礎
に
、
町
民

皆
様
が
希
望
を
も
て
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年

は
、
私
の
公
約
で
あ
り
ま
す
自
治
基
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
多
く
の
皆
様

と
懇
談
を
重
ね
、
町
議
会
へ
条
例
案
を
提
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
自
治

基
本
条
例
の
も
と
、
情
報
の
共
有
と
町
民

が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
多
世
代
間

の
交
流
を
目
指
し
た
「
ま
ち
な
か
ケ
ア
ラ
ー

ズ
カ
フ
ェ
」
へ
の
支
援
を
行
い
、
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
も
ち
続
け
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
お

い
て
、
各
農
業
団
体
と
連
携
の
も
と
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
懸
念
材
料
が
払
し
ょ

く
さ
れ
る
よ
う
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
商
工
業
で
は
依
然
と
し
て
景
気
低
迷
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
商
工
業
関
係
者
の
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
、
創
意
工
夫
の
も
と
、
地

域
経
済
の
発
展
と
雇
用
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

政
権
も
変
わ
り
、
国
の
情
勢
も
刻
々
と
変

化
し
続
け
ま
す
。
地
域
主
権
改
革
や
新
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系
の
構
築
、
安
全
保
障
問
題

な
ど
、
日
本
の
政
治
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ

あ
る
今
日
、
本
町
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
「
が
ん
ば
る
栗
山
プ
ラ
ン
21
」
に
基
づ
き
、

財
政
の
健
全
化
に
向
け
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
本
町

と
長
年
交
流
を
深
め
て
い
る
栗
山
英
樹
さ

ん
が
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
監

督
就
任
一
年
目
に
見
事
リ
ー
グ
優
勝
を
果

た
し
、
町
民
に
夢
と
感
動
を
与
え
て
く
だ
さ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
、「
栗
山
町
」
の
名
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
た
だ
い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も

昨
年
以
上
に
町
を
あ
げ
て
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
さ
ら
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
が
明
る
く
健
や
か
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
平
成
25

年
の
幕
開
け
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
健

康
で
希
望
に
満
ち
た
１
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
冬
の
ド
カ
雪
に

始
ま
り
降
雪
量
は
7
メ
ー
ト
ル
に
も
達

し
、
観
測
始
ま
っ
て
以
来
有
数
の
豪
雪
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
夏
は
猛
暑
と

な
り
、
連
日
30
度
を
超
え
る
気
温
が
続

き
、
９
月
に
入
っ
て
も
記
録
的
な
残
暑
が

続
き
ま
し
た
。

大
雪
の
冬
は
豊
作
の
年
が
多
い
と
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
は
夏
以
降
の
好
天
に
よ
り
、
水

稲
に
お
い
て
は
豊
作
と
な
っ
た
も
の
の
、

畑
作
、
野
菜
に
つ
い
て
は
品
目
ご
と
に
品

質
、
収
量
に
差
が
出
る
な
ど
不
安
定
な
面

も
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
本
町
は
、
農
業

が
元
気
で
な
け
れ
ば
ま
ち
も
明
る
く
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参
加
は
、

日
本
の
農
業
の
衰
退
や
食
料
自
給
率
の

低
下
の
み
な
ら
ず
、
医
療
、
金
融
、
公
共

事
業
、
保
険
な
ど
様
々
な
分
野
に
影
響
が

及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
基
幹

産
業
を
守
る
観
点
か
ら
、
町
議
会
と
し
て

は
こ
れ
か
ら
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参
加

に
は
強
く
反
対
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
商
工
業
で
は
、
依
然
と
し
て
景
気

の
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年
は
継
立

に
本
店
を
構
え
る
ス
ー
パ
ー
寿
が
廃
業

し
、
南
部
地
域
住
民
の
買
い
物
の
場
所
が

栗山町議会議長　鵜　川　和　彦
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自
治
基
本
条
例

町
民
説
明
会
報
告

　
　
　
　
　
　

     

３
６
０
人
が
参
加

　町では、くりやまの自治基本条例をつくる会（高橋慎代表）から条例骨子の提案を受けた後、管理職で構成する庁内策定
委員会などでの慎重な協議を経て、自治基本条例素案をまとめました。昨年８～９月に実施した町民アンケートにおける条
例の認知度が約 60％であったことから、さらに広く周知を図るとともに、制定後の運用を含めたご意見・ご提言をいただく
ため、同 11 月 12 日より町内 28 ヵ所で説明会を開催しました。
　計 360 人が参加した説明会において出された主な質問、意見などをお知らせします。本年４月施行を目指す自治基本条例
は、今後、町議会「自治基本条例等審査特別委員会」において、さらに慎重な審議が行われます。

主
な

質
問

　

今
な
ぜ
自
治
基
本
条
例
が
必
要
な
の
か
。

条
例
が
で
き
る
と
何
が
変
わ
る
の
か
、
す
で

に
制
定
し
て
い
る
自
治
体
の
例
な
ど
は
。

　

地
方
分
権
時
代
に
入
り
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
政
の
基

本
ル
ー
ル
と
な
る
自
治
基
本
条
例
を
定
め
、

町
民
へ
の
情
報
公
開
と
、
町
民
が
町
政
に
参

加
す
る
機
会
を
充
実
し
、
町
民
・
議
会
・
行

政
が
力
を
合
わ
せ
て
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
化
す

る
こ
と
で
、
将
来
に
渡
っ
て
民
主
的
な
町
政

が
保
障
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
他
の
制
定
自
治
体
で
は
、
図
書
館

な
ど
の
大
規
模
な
公
共
施
設
を
つ
く
る
と
き
、

検
討
段
階
か
ら
住
民
が

参
加
し
て
議
論
を
深
め
、

利
用
者
の
視
点
か
ら
の

計
画
づ
く
り
で
利
便
性

が
高
ま
る
な
ど
、
住
民

満
足
度
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

問
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

答
よ
り
開
か
れ
た
町
政
を
！

　

町
民
参
加
の
充
実
は
良
い
が
、
町
政
の
意

思
決
定
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

町
の
事
業
全
て
、
軽
微
な
も
の
ま
で
町
民

参
加
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
総
合
計

画
づ
く
り
や
公
共
施
設
の
新
設
な
ど
、
町
民

生
活
や
町
の
将
来
に
影
響
す
る
重
要
課
題
に

対
し
て
は
、
検
討
段
階
か
ら
町
民
の
参
加
機

会
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
や
道

の
政
策
展
開
や
、
災
害
対
策
な
ど
、
緊
急
性

が
求
め
ら
れ
る
場
合
は
例
外
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
設
置
す
る
審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の

委
員
が
、
特
定
の
人
に
偏
る
場
合
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
辺
の
工
夫
が
必
要
で
は
。

　

実
態
と
し
て
そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
見
ら

れ
ま
す
。
自
治
基
本
条
例
で
は
、
審
議
会
な

ど
の
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
法
律
に

定
め
が
あ
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
公
募
委
員

を
含
め
る
こ
と
や
、
地
域
・
年
齢
・
性
別
の

バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
す
る
こ
と
、
同
じ
方
が
何

役
も
担
う
と
い
っ
た
重
複
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

問
ま
ち
の
決
定
が
遅
く
な
る
？

答
重
要
課
題
へ
の
参
加
を
重
視
！

問
参
加
す
る
町
民
の
偏
り
は
？

答
参
加
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
！

　

重
要
課
題
に
つ
い
て
、
検
討
段
階
か
ら
町

民
参
加
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町
民
代

表
で
あ
る
町
議
会
の
役
割
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

町
の
最
終
的
な
意
思
決
定
は
議
会
が
行
い

ま
す
が
、そ
の
決
定
に
至
る
ま
で
の
過
程
（
プ

ロ
セ
ス
）
で
、
今
ま
で
以
上
に
町
民
の
声
を

尊
重
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
議
員
だ

け
で
町
民
の
声
を
す
べ
て
把
握
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
行
政
に
よ
る
立
案
段
階
で
も
町

民
参
加
の
充
実
が
必
要
で
す
。
多
様
な
意
見

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
行
政
と
議
会
が
責
任

あ
る
判
断
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
町
民
の
認
知
度
は

６
割
程
度
。
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

12
月
議
会
に
条
例
案
を
提
案
し
ま
す
が
、

議
会
の
審
議
の
中
で
、
さ
ら
に
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
く
取
組
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

行
政
側
で
も
、
４
月
の
施
行
に
向
け
て
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど
周
知
を

徹
底
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
理
解
で
き
る

内
容
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

問
民
意
の
代
表
は
議
会
で
は
？

答
過
程（
プ
ロ
セ
ス
）こ
そ
重
要
！

5

問
も
っ
と
時
間
を
か
け
る
べ
き
？

説明のあらまし

◆条例に定める２つの基本ルール

情報の共有
・町政の情報を積極的に公開し、町民・議会・
　行政が情報を共有

町民参加の推進
・町民が町政に参加できる仕組みを充実
・まちの重要課題に対し、検討段階から町民
　が参加できる機会を保障

◆具体的なルール・仕組み

◎検討段階から町民参加を保障する重要課題とは？
　・まちの方針を定める重要な計画をつくるとき
　・町民生活に影響する条例をつくるとき
　・公共施設などを新設・改良・廃止するとき
　・合併問題などの重要な決定をするとき　など

◎その他の具体的な仕組みは？
　・小規模の出前型の説明会や懇談会の実施
　・まちの仕事と予算の「説明書」を全戸配布
　・町政に関する会議を公開　など

答
議
会
で
も
町
民
参
加
を
！

主な意見・提言
　・子どもから高齢者まで理解できる情報提供が必要。わかりやすい言葉や具体例
　　を用いること、文字の大きさ・量に配慮するなどの工夫が必要
　・町民への情報提供は集約して効率的に行うべき。量よりも質が重要
　・懇談会などを行う場合は、事前に要点をまとめた情報を町民に提供すべき
　・世代に応じた情報提供の仕組みが必要（説明会、町広報、インターネットなど）

～施行後の具体的な仕組みに活かします～

◎町からの「情報公開・提供」のあり方・仕組み

　・声の大きな町民の意見だけではなく、バランスの取れた参加の仕組みが必要
　・出前型の懇談会や、町民が参加しやすい小規模の集まりを活かした仕組みを
　・ハガキやインターネットの活用など、町民が身近に参加できる方法づくりを
　・住民投票は、次代を担う若者の声など世代間の考え方の違いが把握できない
　・若い世代の意識が高まる参加の仕組みが必要

◎町政への「町民参加」のあり方・仕組み

この他にも、率直なご意見や今後の取組につながる
ご提言を多くいただきました。
ご参加いただいた皆さんに心より御礼申し上げます。

情
報
公
開
！

町民参加！



健全化判断比率と資金不足比率（平成 23 年度決算）　　数字が小さいほど健全な財政状況であることを示します

地方公共団体の財政力を測定する指標で、地方交付
税を算出する基準となる基準財政収入額（※３）が、
基準財政需要額（※４）に対して、どのくらいの割合
であるかを過去３カ年の平均数値で示しています。

本町の財政力指数は 0.28（前年度 0.29）で、自前
で調達できる財源が約３割、国や道に依存している財
源が約７割であるということになります。
※数値が高いほど、財源に余裕があり、１．００を超

えると、普通交付税の不交付団体となります。

地方公共団体の財政構造の弾力性を測定する指標
で、人件費や扶助費、公債費など、毎年必要となる経
常的な支出が、町税や地方交付税など毎年経常的に収
入される使途の制限されない一般財源の額に対して、
どのくらいの割合であるかを示しています。

本町の経常収支比率は 85.6％（前年度 88.3％）で、
使途の制限されない一般財源の９割近くが毎年かかる
固定経費に充てられ、自由に使える財源が１割程度で
あるということになります。
※数値が大きいほど、財政構造が硬直化の傾向にある

ため、経常的な支出の抑制に努める必要が生じます。

平成 25 年 4 月に発行予定の「知っておきたいまちの予算（平成 25 年度
予算説明書）」に掲載する「企業広告」を募集します。

※町広報 4 月号とともに町内全戸世帯へ配付

※広告スペース及び広告料金は１枠あたりのものです。なお、詳しくは、
町ホームページの募集要項をご覧いただくか、お問い合わせください。

種　別 広告スペース 広告料金 刷　色
第１種 52mm × 85mm １５，０００円 ２色（黒、緑）
第２種 52mm × 175mm ３０，０００円 ２色（黒、緑）

◆申込期限
平成 25 年１月 31 日㈭

◆申込先・問い合わせ
町経営企画課
行政経営グループ
☎� 7503

企業広告を募集します‼
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項　　目（説　明）
財政の健全度（基準）

健 全 基 準 早期健全化基準 財政再生基準

健

全

化

判

断

比

率

実質赤字比率
普通会計（※１）における赤字額が、標準財政規模（※２）に
対して、どのくらいの割合であるかを示す指標です。

15％未満 15％～ 19％ 20％以上

（赤字額が無いため比率は算出できません）

連結実質赤字比率
町の会計全体における赤字額が、標準財政規模に対して、どの
くらいの割合であるかを示す指標です。

20％未満 20％～ 34％ 35％以上

（赤字額が無いため比率は算出できません）

実質公債費比率
町の実質的な借金返済額が、標準財政規模に対して、どのくら
いの割合であるかを示す指標です。平成２３年度決算では、一
般財源の約２割が借金返済に使われたことになります。

25％未満 25％～ 34％ 35％以上

●栗山町　 19.6％（前年度 21.0％）
○全道平均 11.7％（前年度 12.8％）

将来負担比率
町が今後負担する実質的な負債額が、標準財政規模に対して、
どのくらいの割合であるかを示す指標です。平成２３年度決算
では、今後負担を要する負債額が、１年間の一般財源程度ある
ということになります。

350％未満 350％以上 －

●栗山町　 93.2％（前年度 106.5％）
○全道平均 87.2％（前年度    97.6％）

資金不足比率
各公営企業会計（下水道、農業集落排水事業、水
道事業）における資金不足額が、料金収入などの
事業規模に対して、どのくらいの割合であるかを
示す指標です。

健 全 基 準 経営健全化基準
20％未満 20％以上 －

（資金不足額が無いため比率は算出できません）

■
早
期
健
全
化（
経
営
健
全
化
）

基
準
を
超
え
た
場
合
は
・
・
・

財
政
健
全
化（
経
営
健
全
化
）

計
画
を
策
定
し
、
自
主
的
な

努
力
に
よ
り
、財
政
（
経
営
）

再
建
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場

合
は
・
・
・

財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、

国
や
道
の
指
導
に
基
づ
き
、

財
政
再
建
を
図
る
こ
と
に
な

り
、
町
が
単
独
で
行
っ
て
い

る
施
策
や
公
共
事
業
の
削
減

な
ど
、
行
財
政
運
営
全
て
の

面
で
、
厳
し
い
制
限
が
加
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
か
ら
見
た

本
町
の
財
政
状
況

平
成
23
年
度
決
算
に
お
け
る
本

町
の
財
政
状
況
は
、
各
比
率
の
算

定
結
果
が
示
す
と
お
り
、「
健
全

基
準
」
に
あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
20
年
度
を

ピ
ー
ク
に
借
金
返
済
額
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
公
債
費

比
率
、
将
来
負
担
比
率
と
も
に
前

年
度
よ
り
比
率
は
改
善
し
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
全
道
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
低

迷
に
よ
る
税
収
の
減
や
、
地
方
交

付
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
な

ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
後
も
行
財
政
改

革
の
指
針
で
あ
る
「
が
ん
ば
る
栗

山
プ
ラ
ン
21
」
の
着
実
な
推
進
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
計
画
的
か
つ
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

今
月
号
で
は
、
平
成
23
年
度
の

決
算
な
ど
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
指
標
を
通
し
て
、
町

の
財
政
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全

化
法
）」
の
施
行
に
よ
り
、
平
成

19
年
度
決
算
か
ら
、
下
表
に
記
し

た
５
項
目
の
指
標
の
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

新
た
に
設
け
ら
れ
た
５
項
目
の
指

標
に
よ
り
、財
政
の
健
全
度
を「
①

健
全
基
準
」、「
②
早
期
健
全
化（
経

営
健
全
化
）
基
準
」、「
③
財
政
再

生
基
準
」
の
３
段
階
で
表
し
、
町

の
全
会
計
の
ほ
か
、
土
地
開
発
公

社
や
、
町
が
加
入
し
て
い
る
一
部

事
務
組
合
な
ど
を
含
め
た
、
ま
ち

全
体
の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

6

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

指
標
か
ら
見
る
ま
ち
の
財
政
状
況

vol.9

7

■
普
通
会
計
（
※
１
）

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を

統
一
基
準
で
比
較
す
る
た
め
の
会

計
区
分
。

本
町
の
場
合
は
一
般
会
計
と
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計
を

合
算
し
た
も
の
で
す
。

■
標
準
財
政
規
模
（
※
2
）

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
使
途

の
特
定
さ
れ
な
い
一
般
財
源
の
大

き
さ
を
全
国
統
一
の
基
準
で
算
出

し
た
額
。

本
町
の
標
準
財
政
規
模
は
、

48
億
８
１
９
８
万
円
で
す
。

■
基
準
財
政
収
入
額
（
※
3
）

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
徴
収

が
見
込
ま
れ
る
標
準
的
な
税
収
入

を
一
定
基
準
に
基
づ
き
算
出
し
た

額
。本

町
の
基
準
財
政
収
入
額
は

12
億
46
万
円
で
す
。

■
基
準
財
政
需
要
額
（
※
4
）

地
方
公
共
団
体
を
運
営
し
て
い

く
う
え
で
必
要
と
な
る
標
準
的
な

財
政
需
要
を
一
定
基
準
に
基
づ
き

算
出
し
た
額
。

本
町
の
基
準
財
政
需
要
額
は
、

42
億
７
８
５
５
万
円
で
す
。

①　財政力指数（３カ年平均）

②　経常収支比率

栗山町の財政状況を南空知各市町と比較　    参考：平成２３年度道内市町村の決算概要
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用
語
の
解
説

財政力指数　＜高い方が良い＞

経常収支比率　＜低い方が良い＞



【小選挙区】

【比例代表】 【投票所別投票状況】（小選挙区）

有効投票：7,140 票
無効投票：     291 票

有効投票：7,182 票
無効投票：248 票、持ち帰り：1 票

89

第 9回栗山町議会定例会（12月 7日招集）に

おいて次の議案が審議されました。　　　　　

議会の動き

　
▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更

庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
整
備
事

業
を
追
加
す
る
主
要
事
業
の
追

加
1
件
、
事
業
期
間
の
変
更
1

件
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
４
５
５
９
万

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

74
億
４
６
７
２
万
1
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
私

立
保
育
所
運
営
費
負
担
金
に
係

る
補
正
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
９
５
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
18
億

２
９
８
２
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
、
主
な
内
容
は
、
退
職
被
保

険
者
等
高
額
療
養
費
お
よ
び
出
産

育
児
一
時
金
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
34
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
1
億

３
９
５
８
万
円
と
す
る
も
の

で
、
補
正
の
内
容
は
、
特
別
教

室
設
置
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
本

体
交
換
に
係
る
修
繕
料
の
追
加

で
す
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
10
万
4
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
13
億

１
２
３
０
万
5
千
円
と
す
る
も

の
で
、
補
正
の
内
容
は
、
介
護

予
防
福
祉
用
具
購
入
費
の
給
付
見

込
額
の
増
加
に
伴
う
補
正
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
34
万
1
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
1
億

８
４
８
８
万
５
千
円
と
す
る
も

の
で
、
主
な
内
容
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新

に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

本
年
度
終
了
す
る
下
水
道
管
理

セ
ン
タ
ー
等
汚
水
処
理
施
設
の

管
理
委
託
業
務
を
新
た
な
委
託

先
選
定
の
た
め
、
予
算
支
出
の

確
約
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
債

務
負
担
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
自
治
基
本
条
例

町
民
の
権
利
と
役
割
、
そ
し
て

議
会
と
行
政
の
役
割
と
責
務
を

明
ら
か
に
し
、
主
権
者
で
あ
る

町
民
の
参
加
に
よ
る
自
律
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
本
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。
本
条
例
案
は
、

自
治
基
本
条
例
等
調
査
特
別
委

磯
見
よ
し
子
氏
（
中
央
３
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

湯
地
定
曉
氏
（
湯
地
）
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
政
務
調
査
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
関

係
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ

い
て

井
上
善
晴
氏
（
松
風
３
）
が
再

任
さ
れ
、
新
た
に
諏
訪
英
敏
氏

（
中
里
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議

案

員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
総
合
計
画
の
策
定
と
運

用
に
関
す
る
条
例

し
っ
か
り
と
し
た
将
来
展
望
に

立
ち
、
町
民
・
議
会
・
行
政
が

協
力
し
て
健
全
な
財
政
運
営
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
本
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。本
条
例
案
は
、

自
治
基
本
条
例
等
調
査
特
別
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
景
観
条
例

町
民
、
事
業
者
お
よ
び
町
が
連

携
し
協
力
し
て
、
本
町
の
美
し

い
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
、
個

性
豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。
本
条
例
案
は
、
産
業
福

祉
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

本
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
、
55
歳
を
超
え
る
職
員
の

昇
給
を
停
止
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

栗
山
町
立
継
立
中
学
校
を
閉
校

し
、平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、

栗
山
中
学
校
に
統
合
す
る
計
画

で
す
。
本
条
例
案
は
、
学
校
統

合
調
査
特
別
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
ま
し
た
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

諮

問

第
46
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と

第
22
回
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
の
投
票
が
12
月
16
日
、
町
内

７
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。本

町
の
投
票
率
は
、
66
・
92
％

で
、
前
回
の
77
・
25
％
か
ら
10
・

33
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。

衆
議
院
議
員
選
挙
の
小
選
挙
区

の
各
候
補
者
、
比
例
代
表
の
各
政

党
の
得
票
数
と
、
各
投
票
所
の
投

票
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

投票所 有権者数 投票者数 投票率
1 スポーツセンター 3,008 1,486 49.40%
2 総合福祉センター 2,666 1,383 51.88%
3 カルチャープラザ 2,120 1,146 54.06%
4 雨煙別公民館 413 230 55.69%
5 角田農村環境改善センター 1,355 779 57.49%
6 南部公民館 1,341 801 59.73%
7 円山文化センター 202 121 59.90%

期日前投票 11,105 1,485 13.37%
合計 11,105 7,431 66.92%
前回 11,566 8,935 77.25%

栗
山
商
工
会
議
所
主
催
の
第
52

回
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
11
月
30

日
、
ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
町
内

15
事
業
所
の
59
人
の
皆
さ
ん
で

す
。

◎
30
年
以
上
勤
続
表
彰（
敬
称
略
）

井
波
俊
之
（
坂
田
運
輸
）、
石
黒

秀
巳
（
小
室
電
機
）、
米
林
哲
矢
、

谷
野
彰
、
岩
崎
豊
（
松
原
産
業
）

◎
20
年
以
上
勤
続
表
彰

高
田
幸
子
（
谷
田
製
菓
）、
髙
田

信
幸
（
平
河
内
建
設
）、
國
田
英

雄
（
鳥
山
電
気
工
事
）、
水
上
信

男
（
小
林
酒
造
）、村
中
正
広
（
日

本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
栗
山
工

場
）、斉
藤
婦
貴
恵
（
東
邦
製
袋
）、

佐
藤
芳
子
、
西
山
幸
子
、
福
井
和

幸
（
日
東
総
業
）、
前
田
靖
之
、

高
石
賢
治
、
中
川
誠
志
（
ヘ
ン
ケ

ル
エ
イ
ブ
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
北
海
道
工
場
）

◎
15
年
以
上
勤
続
表
彰

安
ヶ
平
直
人
（
東
邦
製
袋
）、
久

慈
幸
子
、
白
石
葉
子
、
市
川
嘉
代
、

土
居
博
、
佐
藤
守
社
、
大
館
由
美

子
（
日
東
総
業
）、
鴨
野
正
和
、

坂
口
智
子
（
E
&
C
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
北
海
道
工
場
）、
辻
本

望
由
紀
、
南
出
匡
仁
、
山
川
千
鶴

（
松
原
産
業
）

◎
10
年
以
上
勤
続
表
彰

鈴
木
美
由
紀
（
谷
田
製
菓
）、
鷲

見
智
鶴
、
有
塚
敬
明
、
坂
本
剛
章
、

工
藤
清
孝
（
N
P
O
法
人
栗
山

町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
栗
の
木
）、
駒
谷
克
治
、

今
井
さ
ゆ
り
（
タ
ネ
シ
ョ
ウ
シ
ー

ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）、
森
本
孝

弘
（
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
栗

山
工
場
）、山
田
栄
（
日
東
総
業
）、

深
川
直
樹
、
石
黒
正
太
（
松
原
産

業
）

◎
5
年
以
上
勤
続
表
彰

南　

勉
（
N
P
O
法
人
栗
山
町

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
栗
の
木
）、
山
中
薫
、
佐
々

木
光
明
、
小
田
島
和
幸
、
廣
井
孝

志
（
坂
田
運
輸
）、
富
山
直
哉
、

福
士
貞
行
、
北
野
美
樹
（
東
邦
製

袋
）、
山
田
薫
、
姉
﨑
正
志
、
前

田
良
治
、
松
村
幸
一
、
大
竹
尚
夫
、

松
田
晴
美
、
油
谷
孝
二
（
日
東
総

業
）、
山
田
丞
（
栗
山
自
動
車
整

備
）、
佐
々
木
孝
彦
、
松
本
一
夫
、

高
橋
紳
吾
（
松
原
産
業
）

第
52
回　

優
良
従
業
員
表
彰

候補者名 党派 得票数
栗山町 10 区総数

稲 津 　 久 公 明 党 2,699 87,930
小 平 忠 正 民 主 党 2,463 62,998
浅 野 貴 博 新党大地 1,510 39,818
木 村 賢 治 共 産 党 468 13,320

政党名 得票数 当選者栗山町 全道総数
自 由 民 主 党 1,701 692,304 3
民 主 党 1,619 477,356 2
新 党 大 地 1,251 346,848 1
日本維新の会 684 333,760 1
公 明 党 912 289,011 1
日 本 共 産 党 419 182,968
み ん な の 党 293 155,522
社 会 民 主 党 127 48,351
日本未来の党 125 81,838
幸 福 実 現 党 51 10,506

当
衆 議 院 議 員 総 選 挙
最高裁判所裁判官国民審査

山
本
修
司

町
議
会
議
員
の
辞
職

山
本
修
司
議
員
が
平
成
24

年
12
月
11
日
付
で
辞
職
し
ま

し
た
の
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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こ
ん
に
ち
は
！

サ
ケ
の
里
親
　
～
そ
し
て
未
来
へ
～

　

栗
山
青
年
会
議
所
の
蛯
名
勇
人

で
す
。
昨
年
よ
り
、
サ
ケ
の
稚

魚
を
卵
か
ら
自
宅
で 

育
て
て

い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
手
で
放

流
し
て
い
た

だ
く
「
サ
ケ

の
里
親
事
業
」

を
行
っ
て
い

ま
す
。
12
月
15
日
に
、
募
集
し

て
い
ま
し
た
里
親
の
皆
さ
ん
に

卵
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
お
子
さ

ん
は
、
卵
を
見
て
「
あ
っ
、
イ

ク
ラ
だ
！
」
と
大
き
な
声
を
上

げ
、
早
速
、
水
槽
に
入
っ
た
卵

を
興
味
深
げ
に
の
ぞ
き
込
み
、

「
目
が
動
い
た
よ
」
な
ど
と
声

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

卵
は
、
水
温
８
度
を
保
て
ば

13
日
程
で
ふ
化
し
ま
す
。
そ
の

後
、
稚
魚
に
な
り
、
４
月
に
放

流
さ
れ
ま
す
。
昨
年
、
里
親
に

な
っ
た
世
帯
の
お
子
さ
ん
に

は
、
放
流
時
に
「
手
放
す
の
が

嫌
だ
」
と
言
っ
て
く
れ
る
程
、

大
切
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
年
は
新
た
に
、
里
親
同
士

の
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て

Facebook

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
）
上
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
一
生
懸
命
、
飼
育
す

る
姿
を
見
て
い
る
と
、
自
然
と

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

我
々
栗
山
青
年
会
議
所
は

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

～
す
べ
て
は
未
来
の
宝
の
た
め

に
」
を
１
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
地
域
に
密
着
し
た
運
動

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
も

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　

近
年
は
、
北
海
道
の
交
通
死
亡

事
故
に
よ
る
死
者
数
は
減
少
傾
向

で
す
が
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
は
、
被

害
者
は
も
と
よ
り
そ
の
家
族
ば
か

り
で
な
く
加
害
者
家
族
も
不
幸
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は

冬
型
の
交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

吹
雪
の
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
降

雪
時
や
く
も
り
、
薄
暗
い
と
き
に

も
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
前
方

を
照
ら
し
て
く
れ
る
の
と
同
時

に
、
自
分
の
存
在
を
示
し
て
く
れ

る
も
の
。
吹
雪
で
見
通
し
が
悪
い

と
き
で
も
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
な
い

人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
危
険
で

す
。

　

自
分
が
見
え
る
か
ら
…
で
は
な

く
、
対
向
車
や
後
続
車
は
自
分
の

こ
と
を
見
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

と
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特

に
、
吹
雪
や
地
吹
雪
時
は
、
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
地
吹
雪

が
ひ
ど
い
時
は
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン

プ
を
点
滅
さ
せ
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

鳴
ら
し
な
が
ら
停
車
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
決
し
て
車
外
に
は

出
な
い
こ
と
。
そ
の
後
少
し
や
ん

だ
ら
近
く
の
駐
車
場
へ
退
避
し

て
、
地
吹
雪
が
止
む
の
を
待
つ
こ

と
も
大
事
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
環
境
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
0

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
1

冬
道
を
知
っ
て

安
心
・
安
全
運
転
を

◇新たに発行をご希望の方はご連絡ください
新たに発行をご希望の方は、お手数ですが北海道後期高齢者医療広域連合
または町住民福祉課住民・国保グループへご連絡ください（電話でのご連
絡だけで手続きできます）。

医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険
の自己負担額の合計が限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者
医療制度および介護保険から支給されます。なお、手続きには市町村窓口
への申請が必要となります。

■高額介護合算療養費について

　
問い合わせ

北海道後期高齢者医療広域連合　☎ 011-290-5601

町住民福祉課住民・国保グループ　☎ 73-7508（直通）

負担割合 区　　分 自己負担額の
合計の基準額

３割 現役並み所得者 ６７万円

１割

一　　　般 ５６万円

住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※１） ３１万円

区分Ⅰ（※２） １９万円

○後期高齢者医療制度または介護
保険の自己負担額のいずれかが 0
円の場合は対象となりません。

○支給額が 500 円未満の場合は支
給されません。

■医療費通知の送付を希望される方へ
北海道後期高齢者医療広域連合では、発行をご希望される方を対象に、医
療費を半年ごとにまとめた医療費通知を送付しています。次回の発行は平
成 25 年 3 月（平成 24 年 7 ～ 12 月の医療費を対象）に行います。

◇自己負担限度額表

※１  世帯全員が住民税非課税である方
※２ 世帯全員が住民税非課税であり、

世帯全員の所得が０円（公的年
金収入のみの場合、その受給額
が８０万円以下）、または老齢福
祉年金を受給している方

申請される方は、町住民福祉課住民・国保グループまでお申し出ください。

●すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方につきましては、継続して発行します
ので、再度のご連絡は必要ありません。

●この通知を受け取られたことにより、申請などの手続きをされる必要はありません。
※この通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書の代わりとすることはできません。

【１年分の自己負担額の計算期間：8 月 1 日～翌年 7 月 31 日】

参加した親子に配られたサケの卵

　

年
末
年
始
に
増
加
す
る
飲
酒
運

転
を
追
放
し
よ
う
と
、
栗
山
町
交

通
安
全
協
会
（
岩
崎
俊
英
会
長
）

が
12
月
6
日
、
繁
華
街
で
飲
酒
運

転
追
放
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
警
察
署
や
町
、
関
係
団
体

が
参
加
。
黄
色
い
た
す
き
を
掛
け

た
参
加
者
は
4
班
に
分
か
れ
、
町

内
の
飲
食
店
49
店
舗
に
「
飲
酒
運

転
追
放
」
と
書
か
れ
た
提
灯
な
ど

を
手
渡
し
、
飲
酒
運
転
を
追
放
し

よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
の
根
絶
を

呼
び
か
け



栗
山
町
の
年
間
死
因
別
死
亡
者
数
の
第

1
位
は
、悪
性
新
生
物
（
が
ん
）
が
55
人
で
、

死
亡
者
の
32
・
93
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

が
ん
の
原
因
は
、
食
生
活
が
30
％
、
喫
煙

30
％
、
飲
酒
3
％
、
運
動
5
％
で
全
体
の

約
7
割
が
生
活
習
慣
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
新
年
会
な
ど
で
食

べ
過
ぎ
や
、
飲
み
過
ぎ
が
気
に
な
り
ま
す
。

日
々
の
食
習
慣
を
意
識
し
て
が
ん
予
防
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
偏
ら
ず
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
る
！

こ
の
食
材
を
食
べ
れ
ば
、
が
ん
予
防
に
な

る
と
い
っ
た
食
材
や
栄
養
素
は
今
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
。
調
理
法
や
使
う
食
材
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
次
の
4
項

目
に
注
意
し
て
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

①
食
塩
の
摂
取
は
最
小
限
に
す
る

②
野
菜
や
果
物
不
足
に
な
ら
な
い

③
飲
食
物
を
熱
い
状
態
で
と
ら
な
い

④
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
な
ど
の

加
工
肉
や
牛
・
豚
・
羊
な
ど
の
赤
肉
を
摂

り
過
ぎ
な
い
。

紹
介
し
て
き
た
食
生
活
に
お
け
る
が
ん
予

防
は
、
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

常
生
活
で
少
し
だ
け
意
識
す
る
こ
と
で
予
防

を
す
る
こ
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
が
ん
の
発
症
に
は
、
喫
煙
や
飲

酒
・
運
動
習
慣
な
ど
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
生
活
習
慣
を
見
直

し
て
、
が
ん
の
発
症
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

一
月
は
多
く
の
人
が
体
重
増
加
に
悩
ま
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
原
因
は
、

忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
休
み
な
ど
の

年
末
年
始
の
行
事
が
続
き
、
高
カ
ロ
リ
ー
の

料
理
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
気
候
の
影

響
で
運
動
を
休
み
が
ち
に
な
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
一
度

増
え
た
体
重
は
な

か
な
か
減
り
ま
せ

ん
。
毎
日
の
生
活

で
、
食
べ
過
ぎ
・

飲
み
す
ぎ
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
！

■
正
月
太
り
を
少
し
で
も
防
ぐ
コ
ツ

正
月
太
り
を
少
し
で
も
防
ぐ
コ
ツ
と
し
て

生
活
や
食
生
活
の
中
で
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
食
事
の
時
間
、
就
寝
・
起
床
の
時
間
を
乱

さ
な
い
。

②
必
ず
野
菜
料
理
を
食
べ
る
。
食
べ
る
順
番

も
野
菜
料
理
か
ら
！

③
２
～
３
日
で
カ
ロ
リ
ー
調
整
を
行
う
。

④
お
酒
を
飲
む
時
は
適
量
に
し
て
、
野
菜
料

理
を
食
べ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
飲
む
！

⑤
家
事
や
生
活
の
中
で
運
動
を
取
り
い
れ

る
。

北
海
道
教
育
委
員
会
の
学
校
保
健
調
査

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
都
道
府
県
別
の
12

歳
児
の
永
久
歯
の
む
し
歯
本
数
は
、
北
海

道
は
、1
人
当
た
り
２
・
４
本
で
全
国
ワ
ー

ス
ト
５
位
で
し
た
。

一
方
で
、
７
年
連
続
日
本
一
少
な
い
県

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
新
潟
県
で
す
。

３
歳
児
の
歯
科
健
診
で
新
潟
県
は
全
国

平
均
と
さ
ほ
ど
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
か
ら
９
年
を
経
て
12
歳
児
の
歯

科
健
診
で
は
ダ
ン
ト
ツ
の
日
本
一
で
す
。

理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、
新

潟
県
で
は
小
学
校

で
の
フ
ッ
化
物
洗

口
が
た
く
さ
ん
の

学
校
で
行
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

な
ぜ
フ
ッ
化
物
洗
口
で
、
む
し
歯
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

虫
歯
が
発
生
す
る
要
因
に
は
大
き
く
次
の

3
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
甘
い
食
べ
物
や
飲
み
物
に
含
ま
れ
る
糖

②
口
の
中
に
い
る
む
し
歯
菌

③
む
し
歯
に
弱
い
歯
の
性
質

　

こ
の
三
つ
が
そ
ろ
っ
た
と
き
に
む
し
歯
が

発
生
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
①
や
②
に
対
し
て

は
普
段
の
食
生
活
や
歯
磨
き
な
ど
で
対
処
し

ま
す
。
③
に
対
処
す
る
手
段
と
し
て
フ
ッ
化

物
洗
口
を
行
い
ま
す
。

■
虫
歯
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

「
歯
の
再
石
灰
化
（
さ
い
せ
っ
か
い
か
）」

と
い
う
言
葉
を
テ
レ
ビ
C
M
な
ど
で
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

ロ
の
中
に
い
る
細
菌（
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
）

が
、
歯
の
表
面
で
歯
垢
（
プ
ラ
ー
ク
）
を
つ

く
り
、
食
べ
物
や
飲
み
物
に
含
ま
れ
て
い
る

「
糖
」を
利
用
し
て「
酸
」を
発
生
さ
せ
ま
す
。

そ
の
「
酸
」
に
よ
っ
て
歯
質
を
構
成
す
る
カ

ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が

溶
か
さ
れ
る
作
用
を
脱
灰
（
だ
っ
か
い
）
と

い
い
ま
す
。

唾
液
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
歯
に
再
沈
着

す
る
作
用
を
再
石
灰
化
と
い
い
ま
す
。

脱
灰
作
用
が
再
石
灰
化
作
用
よ
り
優
勢
に

な
る
と
、
む
し
歯
が
発
生
し
ま
す
。
逆
に
再

石
灰
化
が
優
勢
に
な
れ
ば
、
脱
灰
歯
質
（
初

期
む
し
歯
）
は
修
復
が
進
み
、
健
全
な
歯
の

状
態
を
維
持
で
き
ま
す
。

■
フ
ッ
化
物
洗
口
の
虫
歯
予
防

フ
ッ
化
物
洗
ロ
の
む
し
歯
予
防
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
し
て
は
、
初
期
の
脱
灰
状
態
に
あ
る
歯

面
の
再
石
灰
化
を
促
進
し
、
初
期
む
し
歯
を

修
復
し
ま
す
。

歯
が
生
え
て
間
も
な
い
幼
若
永
久
歯
の
時

期
に
は
、歯
の
表
層
に
あ
る
エ
ナ
メ
ル
質
は
、

す
き
闇
や
不
純
物
が
多
＜
未
熟
な
状
態
で
、

酸
に
溶
け
や
す
く
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
性

質
で
す
。
唾
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
は

こ
の
す
き
間
に
取
り
込
ま
れ
不
純
物
と
置
き

換
わ
り
徐
々
に
安
定
し
た
丈
夫
な
結
晶
に
成

熟
し
て
い
き
ま
す
。

フ
ッ
化
物
は
、
む
し
歯
に
な
り
か
け
た
エ

ナ
メ
ル
質
の
結
晶
に
組
み
込
ま
れ
フ
ル
オ
ロ

ア
パ
タ
イ
ト
と
い
う
丈
夫
な
結
晶
を
形
成
し

ま
す
。
フ
ル
オ
ロ
ア
パ
タ
イ
ト
は
、
歯
の
も

と
も
と
の
結
晶
よ
り
も
安
定
し
て
い
る
た

め
、
脱
灰
し
に
く
く
、
強
く
丈
夫
な
エ
ナ
メ

ル
葉
を
作
り
、
酸
に
対
す
る
抵
抗
性
を
向
上

さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
歯
垢
中
の
細
菌
が
産
生
す
る
酵

素
の
活
性
を
阻
害
し
、
細
菌
に
よ
る
糖
の

取
り
込
み
を
低
下
さ
せ
、
結
果
的
に
酸
の

産
生
を
抑
制
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
が
続
い
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
来
月
は
具
体
的
な
方
法
、
そ

し
て
一
番
気
に
な
る
の
が
、「
本
当
に
フ
ッ

素
っ
て
安
全
な
の
？
」「
副
作
用
と
か
な

い
の
？
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ッ
化
物
洗
口
の
安
全
性
に
つ
い
て
も

お
話
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

カルシウム

リ　ン

歯の表層
（エナメル質）

歯垢

脱灰 (だっかい )

歯垢が酸を作り出し、
歯質を構成するカル
シウム、リンが溶け
出す状態

カルシウム

リ　ン

カルシウム

リ　ン

歯の表層
（エナメル質）

歯垢

再石灰化 (さいせっかいか )

歯の表層の硬さが増
強すると、カルシウ
ム、リンが戻り再石
灰化する。

カルシウム

リ　ン

～
食
習
慣
を
見
直
し
て
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
～

が
ん
の
予
防
は

食
生
活
の
改
善
か
ら
！
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eal
th 

    
H
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 H
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lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ �2256

13

health columu

つぎたて歯科　　院長

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

福
ふ く だ

多　一
かずまさ

雅

フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て

健康のコラム

リスクが高い人 がんの部位 予防対策

①塩分の取り過ぎ 胃 1 日の食塩摂取量
男性 9g　女性 7.5g

②野菜・果物不足 食道・胃・肺
1 日の野菜摂取量
野菜 350g 以上
野菜と果物で 400g

③熱い状態での飲食 食道 食道の粘膜を傷つけ
ない程度に冷ます

④加工肉・赤肉の取り
過ぎ 大腸 1 週間で 500 ｇを超

えない

がんの部位別予防対策

お
正
月
！

食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
に
気
を
付
け
て

お
正
月
！

食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
に
気
を
付
け
て

が
ん
の
予
防
は

食
生
活
の
改
善
か
ら
！

あ
な
た
の
食
生
活

大
丈
夫
で
す
か
？

歯質の強化
耐酸性の向上

フッ化物洗口

①　結晶性の向上
②　フルオロアパタイトの生成
③　初期脱灰部の再石灰化促進

④　細菌・酵素作用の抑制

歯垢
（口腔内）

歯質

酸生産の抑制

むし歯
予防

あ
な
た
の
食
生
活

大
丈
夫
で
す
か
？



栗山英樹監督の優勝を祝福しようと、町内外から約 6,000 人のファン
が訪れ声援をおくりました。栗山さんはいつも通りのスポーツウェア
と長靴姿で、軽トラックの荷台の上から「ありがとう」と声をかけな
がら笑顔で応えていました。パレード終了後、栗山さんは「まちの人
に恩返しをしたかった。13 年前に初めて栗山に来たときは、今日の
ような日が来るとは夢にも思わなかった。栗山の人と接していると、
この地なら自分の夢を実現できると思った。夢を共有しているよう
だった。それは間違いでなかった」と、思いを語りました。このほか、
栗山さんとの写真撮影会も行われ、約 4 時間半をかけ、2,320 人のファ
ンと記念撮影をし交流を深めました。 

栗山監督優勝パレード
2012.12.22  栗山駅前通り



る
場
合

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
出
産
後
、
間
が
な

い
こ
と

④
病
気
、
負
傷
、
ま
た
は
、
心
身
に
障
が

い
が
あ
る
場
合

⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態
に
あ
る
、

ま
た
は
、
精
神
、
若
し
く
は
身
体
に
障

が
い
を
有
す
る
同
居
の
親
族
を
常
時
介

護
し
て
い
る
場
合

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
場
合
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現代美術家
川俣正氏の写真パネル展
ドイツやフランス、オランダ、東京な
どで制作した作品や創作活動を伝える
写真パネル展
期間／ 1月6 日㈰～ 15 日㈫

出村太幹書道教室書初め展
期間／ 1月18 日㈮～ 31 日㈭

てってって広場
親子一緒に簡単な物作りをしてみませ
んか
内容／おもしろたこづくり
　　　色紙でつくる “ かんたんたこ ”
日時／ 1月29 日㈫ 10：30 ～

大好評！手打ちそば
1 月は 11日･18日・25日です。

  街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～13：30

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや各種団体など、商品の展
示会などご利用をお待ちしておりま
す。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・℻ 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　 10：00 ～ 17：00

１ 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ 73-7516

2013 栗山公園だより 1 月号　vol.58

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

貴金属の押し買い

栗山公園の数字のいろいろ

ま ち の ひ ろ ば

－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

昨年は一昨年に比べ、約 9,000 人も多くの方が栗山公園に遊びに
来てくださいました。各種イベントの盛況、栗山監督応援花壇、
休日に好天の日が多かったこともあり来園者数が伸びたのかなと
思っています。スタッフ一同、来園者の皆さんにとても感謝して
います！ありがとうございました！

依然として被害が多い

　
　

平
成
25
年
度
に
新
た
に
保
育
所（
園
）・

児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
締
切
日　

１
月
31
日
㈭

◆
申
込
先
・
方
法

　

町
住
民
福
祉
課
に
備
え
て
あ
る
関
係
書

類
を
提
出

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

■
入
所
条
件

次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
保
護
者
お
よ

び
同
居
の
親
族
の
方
が
家
庭
で
お
子
さ

ん
を
保
育
で
き
な
い
場
合
。

①
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

②
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い

　「近々リサイクルショップを開店するので家庭の不用品を売って
ほしい」と訪問され、ネックレスや指輪などの貴金属を脅すように
して買い取られてしまう被害が増えています。
　「押し買い」は、消費者が売り手のため法律に守られていないた
め、売った後で返してほしいと思っても戻らないケースがほとんど
です。このようなトラブルに対応するため、特定商取引に関する法
律が一部改正されました。平成 25 年 2 月には、こういったトラブ
ルでもクーリングオフが適用される予定です。
　買い取ってもらうつもりがない場合はきっぱりと断り、業者がな
かなか帰らない時は、消費生活相談室にご相談ください。

■貴金属押し買いの相談件数（国民生活センター）

⑦
町
長
が
認
め
る
①
～
⑥
に
類
す
る
状
態

　

に
あ
る
場
合

■
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
保
育
に
欠
け
る
申
立
書

③
雇
用
証
明
書

④
平
成
24
年
分
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書

類
（
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
申
告
書
の

写
し
な
ど
）

⑤
就
労
以
外
の
理
由
で
保
育
が
必
要
な
場

合
は
そ
れ
が
確
認
で
き
る
書
類

■
保
育
料

　

平
成
24
年
分
所
得
税
額
、
ま
た
は
、
平

成
23
年
度
住
民
税
額
に
よ
り
11
段
階
に
わ

か
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象

昼
間
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
い
な
い

家
庭
の
小
学
１
～
３
年
生
ま
で
の
児
童

■
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
書

②
雇
用
証
明
書

■
利
用
料

平
成
24
年
度
の
住
民
税
額
に
よ
り
５
段

階
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

※
午
後
6
時
30
分
以
降
の
利
用
は
別
途
延

長
料
金
（
１
０
０
円
）
が
か
か
り
ま
す
。

※
傷
害
保
険
料
を
別
途
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

キ ャ ン プ・ バ ー ベ
キューの利用者数

クラブ名 にじのこ
児童クラブ

どんぐり
児童クラブ

かぜのこ
児童クラブ

開設場所 児童センター内 角田小学校内 継立保育所内

定　　員 70 人 20 人 20 人

開設時間
月～金曜日　下校時間～ 18：30（土曜日、夏・冬休み　8：00 ～ 18：30）

※延長時間 18：30 ～ 19：00 

保育所名 栗山いちい
保育園 継立保育所

定　　員 120 人 60 人

入所年齢 生後８週目から

2,787 人
一昨年と比べ
　31 人

ぐるっと栗山スタンプ
ラリー 2012 完走者 265 人

一昨年と比べ
　12 人

栗山公園の来園者数 56,543 人
一昨年と比べ
　8,989 人

栗山町の 9 つの施設をまわってスタンプを集める人気企画

栗夢プラザは

U
アップ

P

U
アップ

P

U
アップ

P

（たかはしダリア調べ）2012年のいろいろな数字
なかよし動物園にもたくさんのお客さまが来てくれました。

相談件数
2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年

30 件 69 件 138 件 2,424 件 4,143 件1 月 6 日㈰から営業

保
育
所
（
園
）

児
童
ク
ラ
ブ

保
育
所
（
園
）・
児
童

ク
ラ
ブ
入
所
申
し
込
み

平成 25 年度



特別養護老人ホーム「くりのさと」（梅津弥須治施
設長）で 12 月 1 日、恒例のもちつき大会が行われま
した。今年は特別ゲストとして、北海道日本ハムファ
イターズの栗山英樹監督が飛び入り参加。梅津施設長
の歓迎のあいさつのあともちつき大会が始まると、栗
山監督は、入所者と一緒にもちつきをしたり、記念撮
影やサインにも笑顔で応じてくれるなど、入所者と職
員を合わせた参加者約 120 人は楽しいひと時を過ごし
ました。

栗山監督が飛び入り参加
くりのさと　もちつき大会

社会福祉活動の充実に寄与
栗山ゆりの会創立 20 周年記念式典

働く意欲をもつ障がい者の就労支援を行う事業所
「ハローＥＮＪＯＹ」などを運営する、社会福祉法人 
栗山ゆりの会（橘 一也理事長）が創立 20 周年を迎え、
12 月 8 日、ホテルパラダイスヒルズで記念式典を開
催しました。橘理事長は設立当時を振り返りながら「地
域社会に安心・安全な社会福祉法人として発展してい
きたい」と決意を述べました。また、長年、ボランティ
ア活動や就労の支援を行ってきた事業所や団体などに
感謝状が贈られました。 

一足早いサンタさん登場
くりの子クリスマス会

町内で読み聞かせのボランティアを行っている「おは
なしボランティア栗の子」（小原富佐子会長 ) 主催の「く
りの子クリスマス会」が 12 月 2 日、町図書館で開かれ
ました。会員手作りのパネルをつかったパネルシアター

「ゆきからうまれたゆきたろう」や、トナカイのみどり
ちゃんがサンタさんを探すエプロンシアター「トナカイ
さんの探し物」など５公演を披露。最後にサンタクロー
スが登場し、90 人の参加者一人ずつにプレゼントが手
渡され、子どもたちは大喜びで受け取っていました。

自分の健康をチェック
元気が一番！継立健康フェステバル

継立健康推進員と継立町内連合会が主催する「第 9
回継立健康フェスティバル」が 11 月 25 日、南部公民
館で行われました。子どもからお年寄りまで地域住民
およそ 130 人が参加し、町保健師による健康チェック
や体力測定で自分の元気度をチェック。健康運動指導
士による健康体操や、スポーツ推進委員によるミニ運
動会も行われました。また、恒例のバザーや、図書館
によるミニブックリサイクル市も開催され、会場は多
くの人でにぎわっていました。 

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

年末年始の犯罪を未然防止
歳末特別警戒街頭パトロール

年末年始に増加する犯罪を未然に防ごうと、栗山町
防犯協会（木内勲雄会長）と栗山町暴力追放運動推進
協議会（松原正和会長）が 12 月 11 日、「歳末特別警
戒街頭パトロール」を行いました。出陣式で木内会長
は「以前では考えられなかったような犯罪が増えてい
ます。地域や家庭内で声をかけあい犯罪を未然に防ぎ
ましょう」と呼びかけました。この後、参加者は 2 班
に分かれて駅前商店街を歩き、金融機関や商店など 67
事業所や通行人に防犯を呼びかけました。

19

元気に育ててね！
サケの里親へ卵が託される

毎年春に、夕張川支流の雨煙別川でサケの稚魚の放流
に取り組んでいる、社団法人 栗山青年会議所（土井猛
理事長）が、町民などにも放流するサケを卵から育てて
もらおうと呼びかけ、12 月 15 日、それに応じた 27 組
の親子にそれぞれ 20 粒の卵が託されました。参加者は、
サケの里親として 4 月上旬の放流時まで水温や水質の管
理、餌やりなどを行います。羽鳥優希さん（8 歳：栗山
小学校 2 年）は「楽しみにしていた。餌やりを頑張りた
い」と話していました。 

たまごの魅力を親子で体験
親子でワクワクたまご料理教室

生産者とのふれあいを通じて消費者にたまごの良さ
を知ってもらおうと、北海道養鶏会議（平尾勝徳会長）
が 12 月 9 日、総合福祉センター「しゃるる」で「親
子でワクワクたまご料理教室」を開きました。町内か
ら 8 組 16 人の親子と生産者などが参加。講師にフー
ドプロデューサーの青山則靖さんを招き、オムライス
や洋風茶碗蒸し、焼きプリン作りに挑戦しました。講
師からアドバイスを受けながら、酒井農場（南角田）
のたまごを使い、親子は料理作りを楽しみました。

透きとおった歌声が響き渡る
栗山少年少女合唱団ロビーコンサート

栗山少年少女合唱団が主催する「ロビーコンサート」
が 12 月 9 日、カルチャープラザ「Eki」で開かれ、訪れ
た観客約 80 人を魅了しました。コンサートは 3 部構成
で行われ、同合唱団がクリスマスの衣装や可愛らしいア
クセサリーをつけ「ジングルベル」や「荒野のはてに」
などのクリスマスソングを唄いました。また、ゲストス
テージでは独唱やコーラスなど、透きとおった歌声がカ
ルチャープラザ「Eki」のロビーに響き渡りました。
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わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方

四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道
民

は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る

悲
願
で
す
。

　
　

北
海
道
で
は
、
２
月
７
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し
て
、
領
土
返
還

要
求
運
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
次
の
期
間
、
役
場
庁
舎
ロ

ビ
ー
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
期

間

　

1
月
21
日
㈪
～
2
月
20
日
㈬

◆
場

所　

役
場
旧
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
�
１
１
１
１

　

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
「
ｅ
Ｌ 

Ｔ
Ａ
Ｘ
」
を
利
用
し
て
、法
人
道
民
税
・

法
人
事
業
税
・
地
方
法
人
特
別
税
の
申

告
・
届
出
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
送
や
窓
口
に
出

向
く
こ
と
な
く
、
ご
自
宅
や
事
務
所
内

に
て
申
告
・
届
出
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
地
域
政
策
部
課
税
課

事
業
税
間
税
係

☎
0
1
2
6（
2
0
）0
0
5
0

http://w
w

w.eltax.jp/

◆
月

日　

2
月
3
日
㈰

◆
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象

中
学
生
以
上
の
町
内
在
住
の
方
、
ま

た
は
町
内
勤
務
の
方
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

◆
参
加
料

･
栗
山
協
会
登
録
チ
ー
ム　
　

４
千
円

･
栗
山
協
会
未
登
録
チ
ー
ム　

７
千
円

◆
申
込
期
限　

１
月
11
日
㈮

◆
監
督
会
議
・
抽
選
会

◇
日

時

　

１
月
18
日
㈮　

午
後
７
時
～　

※
参
加
チ
ー
ム
は
必
ず
出
席
く
だ
さ
い

◇
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
サ
ッ
カ
ー
協
会　

住
友

☎
０
９
０（
８
９
０
６
）５
８
４
１

暮  

ら  

し

20

◆
日

時

　

12
月
31
日
㈪

　

受
付　

午
後
10
時
50
分
～

◆
場

所　
　

栗
山
天
満
宮

◆
参
加
費　

　

2
0
0
0
円
（
祈
願
料
・
お
守
り
・
絵
馬
）

◆
受

付　

　

社
殿
で
の
合
格
祈
願
の
受
付
締
め
切
り

は
午
前
0
時
20
分

◆
主
　
　
催

合
格
祈
願
祭
実
行
委
員
会

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
天
満
宮
社
務
所

☎
�
１
3
7
0

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
レ
デ
ィ
ー

ス
＆
シ
ニ
ア
の
方
を
対
象
に
ス
ペ
シ
ャ

ル
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時

１
月
24
日
㈭
・
28
日
㈪
・
31
日
㈭
・
2

月
4
日
㈪
・
7
日
㈭
の
５
日
間

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

栗
山
町
ス
キ
ー
場

※
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ス
キ
ー
ツ

人　口　13,124  人  （－22）
　男　　 6,128  人  （－11）
　女　　 6,996  人  （－11）
世帯数　 6,089世帯（－15）

※12月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

ア
ー
も
実
施
し
ま
す
。

◆
対

象

女
性
、
シ
ニ
ア
、
ス
キ
ー
が
好
き
な
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
受
講
料

５
日
間　

４
千
円

※
傷
害
保
険
を
含
み
ま
す
。
リ
フ
ト
代
は

別
途
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み　

随
時
受
付
し
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

島　

克
彦

☎
０
8
０（
5
5
9
2
）6
4
6
2

◆
日

時

1
月
22
日
㈫
～
25
日
㈮
（
全
4
回
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

21

◆
場

所

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
レ
ン
ガ
（
岩
見
沢

市
有
明
町
南
1
）
※
実
技
は
J
A
い

わ
み
ざ
わ
情
熱
米
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
岩
見

沢
市
志
文
町
）

◆
定

員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
受
講
料　

　

2
5
3
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
労
働
基
準
協
会

　

☎
０
１
２
６
（
２
4
）
3
0
8
7

町
で
は
、
臨
時
職
員
の
採
用
を
登
録

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
選
考
し
雇
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
採
用
の
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
担
当
課
よ
り
随
時
連
絡
し
ま
す
。

◆
職

種

・
一
般
事
務

・
保
育
士

・
調
理
員
（
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
※
調
理

師
資
格
無
で
も
可
）

◆
提
出
書
類　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）

◆
提
出
期
限　

1
月
31
日
㈭

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
�
１
１
１
１

　国民健康保険税（第 7 期）※コンビニ可

　介護保険料（第 7 期）

　後期高齢者医療保険料（第 7 期）

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について   町税務課課税グループ  ☎ 73-7505
 ･ 納税相談について   町税金対策室　　　　   ☎ 73-7506

今月の納期限

1/ 31 木
納税には

便利な
口座振替を！

※印の税金は、コンビニエンスストアで納められます。

募
　
　
集

催
　
　
し

国 民 年 金
2

ハ タ チ

0 歳になったら国民年金

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ☎ 73-7509

　20 歳を迎えると、さまざまな権利とと
もに義務も生まれます。国民年金に加入
することもそのひとつです。
　国民年金は、日本に住んでいる 20 歳か
ら 60 歳までのすべての人が加入してい
ます。やがて訪れる老後の所得保障だけ
でなく、不慮の事故などによる障がいや
死亡により私たちの生活の安定が損なわ
れることのないよう、みんなで前もって
保険料を出し合いお互いを支え合う制度
です。また、少子高齢化が進み、現役世
代の負担が年々増加していますが、基礎
年金の半分は国庫負担で賄われています。
さらに賃金や物価の変動に合わせて年金
額が改定されますので、安定した収入が
得られます。
　なお、学生の方や収入が少なく保険料
の納付が困難な方の場合は、「学生納付特
例」や「若年者納付猶予」など保険料の
支払いを猶予する制度がありますので、
役場住民福祉課住民・国保グループで国
民年金の加入手続きと併せて申請してく
ださい。

玉
掛
け
技
能
講
習

未納税の督促に対し無反応な方を対象に、預
貯金の差押を実施しています。未納税は放置
せず、早めに納付、またはご相談ください。
また、高額滞納者の差押資産（土地など）の
公売を４月から実施予定です。この冬の計画
的な納付により公売を回避することも可能で
す。早めにご相談ください。

2
月
7
日
は
北
方
領
土
の
日

合
格
祈
願
祭

第
9
回
K
U
R
I
Y
A
M
A

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会（
5
人
制
）

町
臨
時
職
員
の
登
録

栗
山
ス
キ
ー
連
盟

ス
キ
ー
教
室

講
　
　
習

eエ
ルL  

Tタ
ッ
ク
ス

a
x
で
申
告
・
届
出

１１０ｃｍ
（昨年は116ｃｍ）
※12月15日までの降雪量

降った雪の量

警察への緊急通報は

　110 番

【問い合わせ】　栗山警察署　 ☎ 72-0110

緊急ではない要望・意見、相談　

　＃ 9110

まちのおしらせinfomation 1



◇
荒
井　

勝
さ
ん(

札
幌
市)

◇
桜
丘
伝
承
も
ち
つ
き
会
実
行
委
員
会

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
花
卉
生
産
組
合
コ
ポ
ロ

の
会

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風

3
）

◇
く
す
り
の
え
び
な
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

【
金
一
封
】

◇
住
友
謙
一
さ
ん
（
南
学
田
）

◇
中
澤
コ
ハ
ル
さ
ん
（
岩
見
沢
市
）

【
物　

品
】

◇
桜
丘
伝
承
も
ち
つ
き
会
実
行
委
員
会

◇
杵
臼
喜
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ

◇
あ
ら
い
歯
科
（
中
央
3
）

【
慰　

問
】

◇
木
林　

正
弘
ほ
か
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏
者

の
皆
さ
ん
（
札
幌
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

◆
日
時
・
場
所

1
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

1
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

1
月
16
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

22

【
11
月
16
日
～
12
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

近
藤
羽か

な奏 

11/25

菊
田
快か

い
と歩 

11/29

渋
谷
環か

ん
な那 

11/30

正

樹

敬

子

常

也

由

花

俊

昭

舞

子

中
央
４

継

立

桜
丘
３

お
め
で
た

【
11
月
16
日
～
12
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

竹
村
ヨ
シ
ヱ 

78 

11/16 

靜

夫

中
添
敏
彦 

73 

11/17 

本

人

石
掛
行
三 

80 

11/18 

本

人

佐
藤
モ
ト 

93 

11/18 

本

人

石
﨑
　

弘 

83 

11/19 

本

人

則
武
あ
や 

93 

11/19 

本

人

小
倉
　

実 

86 

11/20 

本

人

大
塚
シ
ズ
ヱ 

94 

11/23 

則

子

安
居
政
邦 

89 

11/26 

本

人

元
田
つ
よ 

102 

11/30 

精

二

原
　

利
雄 

77 

12/8 

本

人

お
く
や
み

中
央
２

中
央
１

錦

１

錦

３

中
央
２

角

田

朝
日
４

三
日
月

松
風
３

桜

山

湯

地

23

【
金
一
封
】

◆
総
務
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
）と

し
て

◇
永
山
直
道
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

◇
前
田　

有
さ
ん
（
石
川
県
）

◇
島
本
長
青
さ
ん
（
東
京
都
）

◇
山
本
智
徳
さ
ん
（
福
岡
県
）

◇
山
田
哲
也
さ
ん
（
愛
知
県
）

◇
大
久
保
栄
治
さ
ん
（
埼
玉
県
）

◇
須
甲
武
志
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

◇
加
藤
三
千
尋
さ
ん
（
東
京
都
）

◇
中
葉
雅
也
さ
ん
（
愛
知
県
）

【
金
一
封
】

◇
す
み
れ
会
（
中
野
万
千
子
会
長
）

◇
長
尾
康
博
さ
ん
（
富
士
）

【
物　

品
】

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株

式
会
社
（
札
幌
市
）

【
金
一
封
】

◇
法
隆
寺(

日
出)

【
物　

品
】 ご  

厚  

意

　
　
町
　
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■ 次号「広報くりやま 2 月号」の原稿締切は 1月15日㈫まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎ 73-7501

　水道水は床下や壁の中の給水管を通って、蛇口
から出てきます。給水管や給水装置が故障などに
よって水漏れする場合があります。

□丸勝給水設備工業 株式会社（中央 1）☎ 72-1445
□北海設備工業 株式会社（朝日 3）　　  ☎ 72-3440
□三友工業 株式会社（継立）　　　　　 ☎ 75-2050
□有限会社 水工社（朝日 3）　　　　　  ☎ 72-5283

■簡単にできる水漏れチェック
①家の蛇口をすべて閉める。
②水道メーターをご覧ください。メーターの画面

右下の『■マークが点滅』している、またはメー
ターの数字が進んでいる場合は、水漏れしてい
ますので修理が必要です。町内の指定工事業者
までご連絡ください。費用は自己負担になりま
す。水漏れを早期に発見するため、水道メーター
を定期的に確認することをお勧めします。

■問い合わせ
　町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

相  
  

談

無
料
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

出初はしごのり　9：55 ～
  9：55　  　越路前（餅まき）
10：05 頃　岩盤浴ゆり夢前
10：15 頃　K.KITANO・岡嶋商店前
　　　　　 （餅まき）
10：25 頃　幸寿恵前
10：45 頃　２区駐車場
11：00 頃　ストアーやまかね東側
　　　　　 （餅まき）
11：10 頃　山崎建設・石田鉄工所前
11：20 頃　ラッキー栗山店北側駐車場

出初式　13：00 ～
【行　進】　栗山消防団庁舎前を出発

し、駅前通りを行進します。
【式　典】　カルチャープラザ「Eki」

　町民の皆様、明けましておめでとうございます。昨年は皆様
のご協力により火災を最小限にくい止めることができましたこ
とを心から感謝申し上げます。本年も火災のない明るいまちづ
くりのため栗山消防団一丸となり無火災を目標に努力いたしま
すので、ご支援ご協力をお願い申し上げます。
　第一分団では本年も町内の無火災を願い、栗山市街地におき
まして恒例の「はしごのり」を行いますので皆様のご声援をお
願いします。

出初めはしごのり
出初め式

■が点滅している、ま
たはメーターの数字が
進んでいると水漏れ　

必ずすべての
蛇口を閉めて
からチェック

ココ

水道メーターの液晶画面

まちのおしらせinfomation 1
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第 32回全町ミニバレーボール大会

全町ミニバレーボール大会（町教育委員会主催）がスポー
ツセンターで行われ、男子11チーム、女子6チームの約

180人が熱戦を繰り広げました。開会式では朝日町内会の野
原翔さんと、南町内会の長沢明菜さんが選手宣誓。試合が始
まると好プレーと珍プレーの連発で、会場は笑顔であふれて
いました。男子の部は朝日４丁目町内会が初優勝、女子の部
は南町内会が優勝し見事3連覇を成し遂げました。なお男子の
準優勝は朝日町内会チーム、３位が継立チーム、女子の準優
勝は継立チーム、３位が中央連合チームでした。（１２月２日）

ロックサウンドが響き渡る

町民や学生、町内に職場を持つメンバーなどで構成されたバ
ンドが集結し『アマチュアバンドＬＩＶＥ』（カルチャープラ

ザ運営実行委員会主催）が開催されました。『Live Forever』や
『HAPPY☆PARADAISE』など６つのバンドが出演。会場となった
カルチャープラザ「Eki」には魂のこもったロックサウンドが響き
渡り、会場は大いに盛り上がりました。　　　　（１１月２５日）

生活体験事業「親子もちつきの集い」

杵と臼を使った昔ながらのもちつきを体験する「親子もちつき
の集い」が開拓記念館で行われ、栗山キッズクラブの子ども

たちや親子連れなど約80人が参加しました。この日用意されたの
はハサンベツ里山で収穫されたもち米20キロ。子どもも大人も掛け
声に合わせて力強く杵を振りおろし、力を合わせてもちをつきまし
た。また、子どもたちは石臼を使ったきな粉づくりにも挑戦。ずっし
りと重い石臼を一生懸命回し、風味豊かなきな粉を作りました。つ
きあがったもちはきな粉のほか、納豆、砂糖醤油をまぶしたり、雑
煮やお汁粉にして参加者全員で味わいました。　 （１２月１６日）

栗山高校弓道部が全国へ＊男子団体では初

北海道高等学校弓道選抜大会北北海道大会で栗山高校弓
道部の男子団体が見事優勝し、椿原紀昭町長へ全国大会

出場の報告を行いました。北北海道大会には16校が参加。予選
を一位で通過し、勢いそのままに決勝リーグも安定した戦いで
北北海道を制しました。副部長の藤田章弘さん（２年生）が「精
一杯頑張ってきます」と決意を述べると、椿原町長は「体調を
しっかり管理してベストな状態で大会に臨んでください。頑張っ
てください」と激励しました。全国大会は12月24日から３日間、
神奈川県相模原市で開催されました。　　　  （１２月１０日）

　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携を深めるこ
とを目的として、町内の各小中学校の「地域公開授業参観」
を実施します。どなたでも自由に授業を参観できますので、
栗っ子が学習している姿をどうぞご覧ください。

学校名 開催日 時間 対象

継立小学校
☎ 76-3151 １月 31 日㈭ 13：15 ～ 14：00 全学年

第３期

【期 間】  １月１５日㈫～３月２７日㈬
【回 　 数】各教室　全１０回または５回

【場 　 所】スポーツセンター

【対 　 象】２０歳以上の町民の方

【受 講 料】  １,０００円 ※トレーニング教室のみ 500 円

【保 険 料】１, ８５０円（任意加入）

【定 員】各教室　５人～２５人

【問い合わせ】　スポーツセンター　☎ 72-6161

体にやさしいピラティス
【曜日・時間】１月１５日㈫～３月１９日㈫
毎週火曜日　１３：３０～１４：３０（全１０回）

【内 　 容】

体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をミック

スした体にやさしいピラティス教室です。バランス

ボールを使用したメニューが中心です。他にもトレー

ニングルームを利用したメニューも実施予定です。

いきいき運動 （午前の部）
【曜日・時間】１月１６日㈬～３月２７日㈬
毎週水曜日　１０：００～１１：００（全１０回）

【内 　 容】

卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心とした、い

きいき運動教室です。初心者や運動に自信のない方

でも安心の内容です。前回はミニテニス、バドミント

ンなどを行いました。

いきいき運動 （午後の部）
【曜日・時間】１月１６日㈬～３月２７日㈬
毎週水曜日　１３：３０～１４：３０（全１０回）

【内 　 容】

卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心とした、

いきいき運動教室です。初心者や運動に自信のな

い方でも安心の内容です。前回はミニテニスを中心

に、フラフープやラダーなどさまざまなメニューに

取り組みました。

ソフトエアロビクス
【曜日・時間】１月１７日㈭～３月２１日㈭
毎週木曜日　１３：００～１４：００（全１０回）

【内 　 容】

エアロビクスの基本的なステップやコンビネーション

で、爽快な汗を流す教室です。全10回の教室のうち

５回を外部講師に委託して実施します。

【申込方法】

スポーツセンター窓口で申込用紙に必要事項を記入の上、

受講料を添えて申し込みしてください。保険加入希望者

は窓口に申し出て保険料を納入してください。

※１月８日（火）９：００から窓口受付開始します。　

　各教室、先着順定員制です。

※電話での申し込みは受け付けません。

※印鑑を必ずご持参ください。

すこやかストレッチ
【曜日・時間】１月１８日㈮～３月２２日㈮
毎週金曜日　１０：００～１１：００（全１０回）

【内 　 容】

健康増進のためのストレッチ教室です。体力に自信

のない方にオススメです。基本的なストレッチはも

ちろんですが、バランスボールやストレッチポール、

椅子など、さまざまな道具を使って実施します。

トレーニング教室
【曜日・時間】１月１８日㈮～３月２２日㈮
毎週金曜日　１３：００～１４：００（全５回）

【内 　 容】

トレーニングルームを活用しての初心者向けの教室で

す。基本的なトレーニング機器の扱い方や運動指導を

行います。全５回と少ないですが、これを機会にトレー

ニングルームを利用してみてはいかがでしょうか？


